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第３学年○組 数学科指導案
指導者 ○○ ○○

１ 単元名 式の展開と因数分解

２ 単元について

(1) 単元観

文字式の学習については，第１学年において数量を文字で表したり，等式や不等式を用いて数量関係を

表したりしてきている。さらに第２学年では文字を含む式の四則計算や，いろいろな事象の数量関係を式に表

すこと，文字ｘについて解くことを学習してきている。第３学年ではこれらのことをさらに発展させ，単項式と多

項式の乗法，多項式を単項式で割る除法，さらに公式を用いる簡単な式の展開と因数分解を扱い，これによ

って式の取り扱いが見通しをもって，能率よくできるようにしていきたい。またこの章は第３学年の基礎・基本と

なる章であり，第２章「平方根」，第３章「二次方程式」，第４章「関数ｙ＝ａｘ２」，第６章「三平方の定理」では直

接利用されるので，ていねいに取り扱いたい。

したがって，複雑な式の展開や因数分解を形式的に解くことにならないように，長方形の面積を取り上げ単

項式×多項式と多項式×多項式の関連性に気づかせるとともに，式の展開の方法を見つけ出すまでの過程

を大切にしたい。そして自分の考え方を上手に説明したり，他の考え方を読みとる力を向上させていきたい。

また，この際，分配法則などの既習事項が重要な役割を果たしていることに気づかせ，多項式を１つの文字に

置き換えて展開や因数分解をすることで，簡単な式に帰着できることから，逆に項を増やしたり，次数を高くし

たりと発展的な学習へと思考が容易に結びついていくように指導していきたい。

(2) 指導内容の系統

中学１年 中学校３年 高等学校
２章 文字の式 １章 式の展開と因数分解 数学Ⅰ
・数量を文字で表すこと ・式の乗法，除法 ・方程式と不等式
・文字式の表し方 展開することの意味 ・二次関数
・式の値 ・乗法の公式 数学Ⅱ
・項，係数，１次の項， ・因数分解 ・式の証明，高次方程式
一次式の意味 ・(数の)因数，素数，素因 ・図形と方程式

・関係を表す式，等式や 数，素因数分解する，因
不等式 数，因数分解するの意味

・左辺,右辺,両辺の意味 ・式の計算の利用

↓ ↓
中学２年

１章 式の計算 ２章 平方根
・式の加法，減法 ・根号をふくむ式の計算
単項式，多項式，項， ３章 二次方程式
係数，次数，一次式， ・二次方程式の解の公式
二次式の意味，同類項 ・二次方程式と因数分解

・単項式の乗法，除法 ４章 関数ｙ＝ａｘ２

・文字式の利用 ７章 三平方の定理
・ｘについて解くの意味

３ 生徒の実態について（３２名）

(1) 学級集団の実態

本学級の生徒は，明るく活発な生徒が多い。数学科の授業では積極的に発表したり，説明をじっくり聞い

たり，前向きに取り組むことができている。しかし，その一方で極端に授業内容が理解できない生徒や，グル

ープ活動の際に考え方を言うことができない生徒も見られるため，個別指導やグループ活動時の配慮が必要

である。

(2) 単元に関わる実態

・調査結果 調査人数；３２名 調査実施日；４月１２日 （ ）内は正答率

① ２ａ×(－３ｂ) (96.9%) ② ２４ｘｙ÷６ｘ (96.9%)

③ ３(２ｘ－５) (100.0%) ④ －２(４ｘ－３)＋３(２ｘ＋１) (90.6%)

２ｘ＋１ ｘ－２
⑤ － (75.0%)

３ ２

⑥ 縦の長さ２ｍ，横の長さｘｍの長方形の花だんがあります。

横をｙｍだけのばしたときの花だんの面積をｘ，ｙを使っ

た式で表しなさい。 (68.8%)
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・考察

整数係数の文字式の計算については正答率が高く，分配法則を用いた展開についてもほとんどの生徒

が正解を導いている。一方，分数係数については通分の段階でつまづいていたり，６倍する間違いをして

いたり，方程式と混同している生徒まで見られた。また面積を文字式を用いて表す問題では，２ｘ＋ｙという

間違いや無解答が見られた。間違えている生徒は共通しているので，この一部の生徒については，机間巡

視の際に個に応じて，具体的な数値を用いたりしてアドバイスをしていきたい。また，全問正解の生徒が１８

名いるので，グループ活動の際はリーダーとして活躍させたり，発展的な課題に取り組ませたりすることで

思考力を高めていきたい。

４ 単元の目標

(1) 式の展開や因数分解に関心をもち，文字式を問題解決に意欲的に利用することができる。

<数学への関心・意欲・態度>

(2) 多項式の積の展開から規則性を見出し，他の展開の公式を導き出すことができる。

<数学的な見方や考え方>

(3) 乗法の公式を使って能率よく式を展開したり，多項式を因数分解したりすることができる。

<数学的な技能>

(4) 式の展開の意味や素因数分解，多項式の因数分解の意味を理解することができる。

<数量や図形などについての知識・理解>

５ 指導計画（２０時間扱い 本時は１１時間目）

時間 学習内容 支援及び指導上の留意点 評価規準（観点）

１５ 1-1式の乗法・除法 ・既習の単項式の乗除をふりかえら ・展開の意味やしかたを既習の
・多項式と単項式の乗 せ，多項式と単項式の乗除につい 事項と関連付けて理解してい
除の計算と展開がで て理解を深める。 る。（知識・理解）
きる。 ・面積図とも関連させて，式の展開 ・式の計算に関心をもち，進ん

の意味を十分理解させる。 で取り組もうとする。（関心
・意欲・態度）

1-2乗法の公式 ・(a+b)(c+d)を展開することにより，・乗法の公式を使って，いろい
・乗法の公式を使った 乗法の公式が得られることを理解 ろな式を手際よく展開するこ
式の展開ができる。 させる。 とができる。（技能）

・公式をただ利用するだけでなく， ・(a+b)(c+d)の展開や面積図を
帰納的に生徒自ら導き出せるよう もとに，公式を導くことがで
に促す。 きる。（見方・考え方）

1-3素因数分解 ・数についての理解を深め，素数の ・因数，素数，素因数の意味と
・自然数を素因数分解 もつ性質や素因数分解の方法を理 素因数分解のしかたを理解し
することができる。 解させる。 ている。（知識・理解）

本時 1-4因数分解 ・因数分解を素因数分解と関連させ ・乗法の公式を利用して，因数
11 ・乗法の公式を利用し て扱い，面積図とともに理解させ 分解のしかたを導くことがで
/15 て，多項式を因数分 る。 きる。（見方・考え方）

解することができ ・式の展開と関連付け，乗法の公式 ・いろいろな式の因数分解に進
る。 を利用して因数分解のしかたを考 んで取り組もうとしている。

えさせる。 （関心・意欲・態度）

３ 2-1式の計算の利用 ・数や図形の性質を考察するときに，・問題を解決するために，式を
・式の計算を利用し， 式の展開や因数分解が有効な手段 展開したり，因数分解したり
数量の関係や図形の であることを理解させる。 することができる。（技能）
性質を説明すること ・帰納法的な方法で性質を見つけた ・式を目的に応じて変形し，数
ができる。 り，文字式を使って説明したりす 量の関係や図形の性質を説明

るなど，より数学的な手法を具体 することができる。（見方・
的な例を通して学ばせる。 考え方）

２ 章末問題
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６ 本時の指導

(1) 目標

図を用いて因数分解の意味についてわかりやすく説明することができる。

<数学的な見方や考え方>

(2) 展開

学 習 活 動 と 内 容 時 配 指 導 上 の 留 意 点 評価（方法）

形 態

１ 前時までの復習問題を解き，学習内 ５分 ○前時までの学習で，多項式の展開の

容の確認をする。 個別 公式を導き，それを利用して解いてき

・問１ (x+1)2 たことを思い出させる。

問２ (x+2)(x+3)

(x+1)2＝x2+2x+1

(x+2)(x+3)=x2+5x+6

２ 学習課題をつかむ。 20分 ○黒板に大きな四角形をはり，自由に組

個別 み合わせて長方形をつくることを理解

大きい正方形，小さい正方形，長方形 ↓ させる。

のセットが２セットある。これらの四角形を グル

ならべて長方形を作ってみよう。 ープ ○級友との話し合いにより解決を促す。

↓

Ａセット：大きい正方形１枚 一斉 ○つまづいている生徒には机間指導に ○四角形を操作

小さい正方形１枚 より，縦と横を入れ替えてもよいこ し，長方形を

長方形２枚 とを助言する。 作ることがで

x+1 きたか。

○他の意見を尊重しながら，お互いに自 （観察）
x+1 分の考えを述べ，助け合いながら進め

るように促す。

Ｂセット：大きい正方形１枚

小さい正方形６枚 ○Ａセットは縦の長さと横の長さが同じに

長方形５枚 なり正方形になることに気づかせる。

x+3

○Ｂセットは縦と横が入れ替わっていても
x+2 どちらも面積は同じ長方形であること

に気づかせる。

○生徒を指名し，発表させる。

３ 長方形の面積を文字を用いた式で表 20分 ○長方形の面積は，縦×横で求められ

し，等式を作ってみる。 個別 ることから，縦と横の長さに注目させる。

↓

Ａセット：x2+2x+1=(x+1)2 グル ○生徒を指名し，発表させる。

Ｂセット：x2+5x+6=(x+2)(x+3) ープ ○図を用いて自

↓ ○前時までに学習した，式の展開の左辺 分の考え方を

一斉 と右辺が入れ替わった式であることに 説明すること

気づかせる。 ができたか。

（発表）

４ 因数分解に関する用語「因数」「因 ○素因数と因数の違いや，因数分解と展

数分解」を理解する。 ５分 開が逆の操作であることを確認する。

・因数分解と展開の関係について確認 一斉

する。


